
　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え、障害のあ

る人もない人も、全ての人が安全で快適な生活が送れるように、施設や交通機関

の整備が進んでいます。

　全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個

性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、平成２５年６月、「障害を理

由とする差別の解消の推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制

定され、平成２８年４月１日から施行されました。

　「障害者差別解消法」では、障害を理由とする「不当な差別的取扱い」を禁止

するとともに、「合理的配慮」の提供を求めています。

　しかし、平成２９年８月に内閣府が実施した「障害者に関する世論調査」によ

ると、この法律を「知っている」と回答した人は、２１.9％でした。その一方で、「世

の中には障害のある人に対して差別や偏見がある」との回答が８３.9％ありまし

た。

　今後は、障害のある人もない人も社会の一員として、お互いに尊重し、支え合

いながら、地域の中で共に生活する社会こそが当たり前というノーマライゼー

ションの考え方を広く社会に定着させていく必要があります。

　今回の指導資料では、テーマとして「障害のある人の人権」を取り上げました。

各学校において、この指導資料を活用した授業が行われることで、児童生徒の人

権意識の向上が図られ、互いを尊重し合う配慮が具体的な態度や行動につながる

ことを期待しております。

　結びに、本書の刊行にあたり、御協力いただきました作成委員及び関係者の方々

に対しまして、厚く御礼申し上げます。

　　平成３０年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県教育局市町村支援部人権教育課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　　野　　雅　　彦
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詩について	

	 	 全盲の濱田さんが点字で作成したものを県立特別支援学校塙保己一学園の教員がデータ化し 
	 たものです。 
	 	 濱田さんは、よくニュースを聞きながら外に出て、天候を肌で感じています。濱田さんは、雪 
	 が傘に当たる感覚、天候が自分の生活に及ぼす影響などから胸がざわつきました。 
	 	 雪が激しく降ることで、世の中の雑音が消えていきます。それは、頭から布団をかぶったとき 
	 のようです。いつもは、校庭に子供たちの声が響いているけれど、校庭に大きな布団をかけたよ 
	 うに音が消えていることを詩にしました。 
絵について	

	 	 弱視の河野さんは、絵を描くことが大好きです。雪が降った時、弟と遊んだ楽しい思い出をも 
	 とに、校庭でやってみたい遊びをたくさん描きました。 
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